
議会傍聴
9月定例会　60人

〔29年度累計　130人〕
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こんなことが決まりました

常任委員会審査報告等

一般質問の発言者

一般質問の内容について

平成28年度会計決算の認定

行政視察報告

議会調査研究活動報告会の開催

議員資格決定処分に対する県知事の裁決等

議会の動き　

12月定例会の傍聴案内　
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・河島三奈　・久後淳司

・富田和也　・岡嶋正昭

・平田真実　・�坂純子

・小林千津子　・竹内　修

・河島信行　・藤原　章

9月定例会－主な内容－9月定例会－主な内容－9月定例会－主な内容－

小野保育所（黒川町）

高

小野市議会だより小野市議会だより小野市議会だより

く ご じじゅん

おか じま あきまさとみ た やかず

かわ しま み な

ひら た みま

たけ うち おさむこ ばやし こづち

ふじ わら あきらかわ しま ゆきのぶ

たか さか こじゅん
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小野市議会だより

9月
定例会

小
野
市
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
平
成

２７
年
に
農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ

れ
（
平
成

２８
年
４
月
施
行
）
、
農
業
委
員

が
こ
れ
ま
で
の
公
選
制
か
ら
市
長
の
任
命

制
と
な
っ
た
こ
と
や
、
新
た
に
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。﹇
公
布
の
日
か
ら
施
行
（
定

数
と
報
酬
額
の
適
用
は
在
任
中
の
農
業
委

員
の
任
期
満
了（
４
／

１９
）の
翌
日
か
ら
）﹈

【
主
な
内
容
】

○
農
業
委
員
の
定
数
　
８
人

※
現
行

２０
人
　
公
選

１４
人
、
議
会
推 

　
薦
４
人
、
土
地
改
良
推
薦
１
人
、

　
農
協
推
薦
１
人

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
　

　
１５
人（
新
設
）

○
各
委
員
の
報
酬

　
会
　
長
　
月
額
５
４，
０
０
０
円

　
　
　
　
　（
変
更
な
し
）

　
副
会
長
　
月
額
３
５，
０
０
０
円

　（
改
正
前
　
４
１，
０
０
０
円
）

　
委
　
員
　
月
額
３
２，
０
０
０
円

（
改
正
前
　
３
７，
０
０
０
円
）

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　
月
額
３
２，
０
０
０
円（
新
規
）

財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

平
成

２９
年
３
月

２８
日
に
や
す
ら
ぎ
広
場

の
区
域
が
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
平
成

２３
年
に
共
同
事
業
者
で

あ
る
兵
庫
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
と
締
結

し
た
基
本
協
定
に
基
づ
き
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
を
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
か
ら
、
同
条

例
中
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
無
償
貸
付

の
規
定
は
不
要
と
な
る
た
め
改
正
を
行
う

も
の
。
ま
た
、
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
整

備
す
る
と
い
う
当
初
の
目
的
は
達
成
し
て

い
る
こ
と
か
ら
普
通
財
産
と
な
っ
て
い
る

や
す
ら
ぎ
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

﹇
平
成

２９
年

１１
月
１
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

平
成

１８
年
及
び
平
成

２８
年
の
介
護
保
険
法

の
改
正
に
よ
り
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
指
定
及
び
監
督
に
係
る
権
限
が

県
か
ら
市
町
村
に
移
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
は
経
過
措
置
と
し
て
加
東
健
康
福
祉
事

務
所
管
内
の
自
治
体
に
お
い
て
は
、
県
の

介
護
保
険
指
定
機
関
等
管
理
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
事
務
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
各

市
に
お
い
て
独
自
に
全
て
の
審
査
事
務
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
の
申
請
事
務
に
係
る
手

数
料
を
新
た
に
徴
収
す
る
も
の
。

﹇
平
成

２９
年

１０
月
１
日
か
ら
施
行
﹈

【
主
な
内
容
】

 

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
や
す
ら
ぎ
広
場
の
区
域
が
市
街
化
区
域

に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
共
同
事
業

者
で
あ
る
兵
庫
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
と

の
基
本
協
定
に
基
づ
き
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
（
建
物
）
の
無
償
譲
渡
を
行
う
も
の
。

〈
譲
渡
財
産
〉
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
施
設
　

　
　
　
　
　
及
び
付
帯
施
設

〈
所
在
地
〉
小
野
市
敷
地
町
１
５
０
４
番
地
１

〈
面
　
積
〉
１，
６
１
９
㎡

〈
相
手
方
〉
加
西
市
玉
野
町
１
１
５
６
番
地
の
１

　
　
　
　
　
兵
庫
み
ら
い
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
代
表
理
事
組
合
長
　
稲
葉
　
　

洋

〈
譲
渡
時
期
〉
平
成

２９
年

１１
月
１
日

（
仮
称
）浄
谷
黒
川
多
目
的
運
動
広
場
整
備

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

工
事
名
　（
仮
称
）
浄
谷
黒
川
多
目
的

　
運
動
広
場
整
備
工
事
（
第
４
期
そ
の
１
）

契
約
金
額
　
１
億
５，
７
１
４
万
円

契
約
の
相
手
方
　

　
兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
布
引
町
１
丁
目
１
番
８
号

　
長
谷
川
体
育
施
設
株
式
会
社
　
兵
庫
営
業
所

　
　
　
　
　
　
所
長
　
伊
　
藤
　
佳
　
典

小
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
等
の
取

得
に
つ
い
て

取
得
す
る
財
産

　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
　
１
６
８
台

　
サ
ー
バ
ー
　
　
　
　
　
　
９
台

取
得
価
格
　
４，
１
５
５
万
８，
４
０
０
円

契
約
の
相
手
方
　
小
野
市
本
町

２１
番
地

　
オ
ー
ジ
ヤ
商
事
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役
　
柳
　
田
　
吉
　
亮

２

指定地域密着型サービス
　地域密着型介護老人
　福祉施設に限る

３０，０００円

２０，０００円

１４，０００円

１４，０００円

１５，０００円

１０，０００円

７，０００円

７，０００円

指定地域密着型サービス
　（上記以外の事業所）

地 域 密 着 型 介 護 予 防
サ ービス

総合事業（第１号事業者）

事業の種類 新　規 更新（６年毎）

・・

・・

・・

・・
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人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成

２９
年

１２
月

３１
日
で
岩
本
文
男
委
員
、

田
中
賢
治
委
員
及
び
河
嶋
律
子
委
員
の
任

期
が
満
了
す
る
の
で
、
そ
の
後
任
と
し
て

岩
本
文
男
氏
（
再
任
）、
田
中
賢
治
氏
（
再

任
）
及
び
養
父
雄
一
氏
（
新
任
）
を
推
薦

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

小
野
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
平
成

２９
年
９
月

３０
日
で
西
村
賢
一
委
員

の
任
期
が
満
了
す
る
の
で
、
そ
の
後
任
と

し
て
、
同
氏
を
再
任
し
た
い
の
で
、
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

平
成
２９
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
１
８
６，
８
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
２
０，
３
５
６，
８
０
０
千
円

平
成
２９
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
２
８，
０
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
　
７，
０
４
１，
０
０
０
千
円

　平
成
２９
年
度
小
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
４
５，
６
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
　
７，
０
１
７，
６
０
０
千
円

平
成
２９
年
度
小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
１
４，
９
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
　
　　
５
３
８，
９
０
０
千
円

　今回の補正予算では、シビックゾーン景観等整備事業や鍬渓温泉再生事業、介護事業における
定期巡回サービス事業者の参入促進事業や発達障害支援アドバイザーの派遣経費、職員の人事異
動に伴う人件費等に係る経費を措置しています。
　シビックゾーン景観等整備事業は、市街地の玄関口となるソロ池（敷地町）に噴水機器の設置
等により都市景観の整備と更なる賑わいを創出するものです。
　また、鍬渓温泉再生事業は、基本設計の結果を受けて施設の整備内容を変更することによる増
額補正で、平成２８年度繰越予算と合わせて総事業費１億６千万円を措置しています。

一般会計補正予算の主な内容

平成２９年度　一般会計９月補正予算概要 （単位：千円）

シビックゾーン景観等整備事業
　市街地の玄関口となるソロ池（敷地町）の景観形成と賑
　わいを創出する噴水機器の設置等経費

２３，０００

５５，０００

３，０００

１，０００

２，５００

２５，０００

４０，０００

１，０７５

２，５００

総　合　政　策　部

財　　　政　　　課

高　齢　介　護　課

産　業　創　造　課

産　業　創　造　課

観 光 交 流 推 進 課

観 光 交 流 推 進 課

学　校　教　育　課

いきいき社会創造課

国県支出金等精算還付金
　生活保護措置費に係る国庫負担金等の精算還付金

定期巡回サービス事業者参入促進事業経費
　参入直後の安定的な事業所運営のために人件費を支援

各種商工業団体助成等経費
　ゴルフ人口の創出と定着に向けたゴルフ産業の振興事業

現年発生災害復旧事業
　６月３０日の局地的豪雨により被災した農地の復旧事業経費

白雲谷温泉運営管理基金積立金
　白雲谷温泉ゆぴかの黒字決算確定に伴う基金積立

鍬渓温泉再生事業
　基本設計の結果を受け、施設の整備内容を変更
　平成２８年度繰越予算と合わせた総事業費は１億６千万円

早期からの教育相談・支援体制構築事業経費
　小・中学生を対象とした発達障害支援アドバイザーによる
　就学支援

コミュニティ活動推進事業経費
　市場地区地域づくり協議会の備品購入助成

３

内　　　　　　　　容 担　当　課 補 正 額
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≪各常任委員会に付託された議案≫

◎民生地域常任委員会◎

議案第３１号　平成２８年度小野市歳入歳出決算の認定について

議案第３３号　平成２８年度小野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

議案第３４号　平成２８年度小野市下水道事業会計決算の認定について

議案第３５号　平成２９年度小野市一般会計補正予算（第１号）

議案第３６号　平成２９年度小野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）　

議案第３７号　平成２９年度小野市介護保険特別会計補正予算（第２号）　

議案第３８号　平成２９年度小野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）　　　                          

議案第３９号　小野市農業委員会の委員等の定数を定める

条例の制定について　

議案第４１号　小野市手数料徴収条例の一部を改正する条

例の制定について　

議案第４３号　（仮称）浄谷黒川多目的運動広場整備工事請

負契約について

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で認定・可決

すべきと決まりました。

◎総務文教常任委員会◎

議案第３１号　平成２８年度小野市歳入歳出決算の認定について　

議案第３２号　平成２８年度小野市都市開発事業会計資本金及び利益の処分並びに決算の認定につ

いて

議案第３５号　平成２９年度小野市一般会計補正予算（第１号）

議案第４０号　財産の交換、譲与、無償貸付に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

議案第４２号　市有財産の無償譲渡について　

議案第４４号　小学校教育用コンピュータ機器等の取得に

ついて

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で認定・可決

すべきと決まりました。

常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告

４
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小野市議会だより

河
島
三
奈
議
員

・
在
宅
医
療
に
つ
い
て

・
公
共
交
通
に
つ
い
て

久
後
淳
司
議
員

・
介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

富
田
和
也
議
員

・
み
な
と
銀
行
と
の
「
包
括
連
携
協
定
」
に
つ
い
て

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

・
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

岡
嶋
正
昭
議
員

・
浄
谷
黒
川
丘
陵
地
の
整
備
に
つ
い
て

・
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

平
田
真
実
議
員

・
保
幼
小
連
携
に
つ
い
て

・
歯
科
検
診
事
業
の
充
実
に
つ
い
て

�
坂
純
子
議
員

・
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
献
立
に
つ

　
い
て

・
ペ
ッ
ト
（
犬
・
猫
）
の
飼
育
に
つ
い
て

小
林
千
津
子
議
員

・
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
返
納
に
つ
い
て

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
教
育
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

　
の
活
用
と
校
務
支
援
に
つ
い
て

・
安
定
的
な
水
の
供
給
に
つ
い
て

河
島
信
行
議
員

・
太
陽
光
発
電
の
設
置
に
つ
い
て

・
市
庁
舎
及
び
市
管
理
地
の
全
面
禁
煙
に
つ
い
て

・
防
災
・
減
災
の
推
進
に
つ
い
て

・
椎
屋
邦
隆
議
員
の
『
議
員
資
格
回
復
』
の
「
兵
庫

　
県
井
戸
知
事
の
裁
決
」
に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
非
核
・
平
和
の
取
組
に
つ
い
て

・
河
合
水
源
地
の
整
備
に
つ
い
て

・
技
能
職
者
表
彰
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

・
当
面
の
農
業
施
策
に
つ
い
て

高朞

9月定例会
平成29年

9月定例会
平成29年

9月定例会
平成29年

9月定例会

(一般質問は発言した議員が編集しました)

みんなでダンス !　楽しいね !　（小野保育所）

市議会ホームページ内の「ビデオライブラリ」
からも、議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.ono-sigikai.jp/
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在
宅
医
療
に
つ
い
て

　質
問
　
地
域
ケ
ア
会
議
で
の
か
か
り
つ
け

医
に
関
す
る
課
題
は
何
か
。

　答
弁
　
在
宅
療
養
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

訪
問
診
療
を
行
う
医
療
機
関
が
増
え
な
い

こ
と
の
他
、
認
知
症
や
妄
想
性
障
害
で
受

診
に
つ
な
が
ら
な
い
方
へ
の
精
神
科
医
の

往
診
や
皮
膚
科
、
整
形
外
科
の
往
診
も
必

要
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。（
市
当
局
）

　質
問
　
市
立
で
往
診
専
門
の
医
療
機
関

（
組
織
）
を
設
立
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　答
弁
　
将
来
を
見
据
え
る
と
、
今
あ
る
医

療
機
関
の
充
実
・
連
携
こ
そ
が
必
要
で
あ
り
、

設
立
す
る
考
え
は
な
い
。
　
　
　（
市
長
）

　質
問
　
在
宅
医
療
市
民
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

に
つ
い
て
、
専
門
家
の
講
演
だ
け
で
な
く

実
際
に
在
宅
医
療
で
介
護
等
を
経
験
さ
れ

た
市
民
の
話
を
聞
く
機
会
を
作
っ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
自
治
会
単
位
で
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　答
弁
　
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
会
議

に
お
い
て
、
開
催
形
態
や
内
容
な
ど
を
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。
　
　
　（
市
当
局
）

公
共
交
通
に
つ
い
て

　質
問
　
高
齢
化
な
ど
変
化
し
て
い
く
時
代

へ
の
対
応
策
と
し
て
の
今
後
の
ら
ん
ら
ん

バ
ス
の
増
車
計
画
に
つ
い
て

　答
弁
　
限
り
あ
る
台
数
の
中
で
ダ
イ
ヤ
改

正
な
ど
を
実
施
し
な
が
ら
利
便
性
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
時
代
変
化
へ

の
対
応
と
し
て
は
、
高
齢
化
の
進
展
や
利

用
者
ニ
ー
ズ
な
ど
を
見
極
め
、
増
車
や
増

便
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。（
市
当
局
）

　質
問
　
神
戸
電
鉄
粟
生
線
活
性
化
協
議
会

に
対
す
る
今
後
の
関
わ
り
方
の
方
向
性
に

つ
い
て

　答
弁
　
沿
線
住
民
の
意
識
改
革
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
な
ど
の
活
性
化
施
策
等

を
継
続
し
つ
つ
、
粟
生
線
の
経
営
状
況
の

推
移
や
関
係
市
の
動
向
等
を
注
視
し
、
見

守
っ
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

久
後
淳
司
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て

　質
問
　
介
護
事
業
所
へ
の
就
労
支
援
等
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

　答
弁
　
市
内
の
介
護
事
業
所
向
け
ア
ン
ケ

ー
ト
の
中
で
、
介
護
人
材
の
充
足
状
況
に

つ
い
て
調
査
し
た
。
結
果
は
、「
職
員
数

は
ぎ
り
ぎ
り
で
あ
る
」
が

６０
％
、「
必
要

数
を
下
回
っ
て
い
る
」
が
５
％
。
ま
た
「
専

門
職
の
確
保
や
人
材
育
成
が
困
難
」
と
感

じ
て
い
る
事
業
所
は

６４
％
で
、
人
材
確
保

や
離
職
防
止
に
少
な
か
ら
ず
苦
慮
さ
れ
て

い
る
状
況
を
把
握
し
た
。

　
市
の
支
援
策
と
し
て
「
定
期
巡
回
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
参
入
促
進
事
業
」
が
あ
る
が
、

こ
れ
は

１１
月
に
開
設
す
る
事
業
所
１
か
所

へ
、
人
件
費
と
し
て
月
額

５０
万
円
を
助
成

す
る
事
業
で
あ
る
。

　
今
後
も
、
国
・
県
の
支
援
策
等
を
注
視

し
な
が
ら
、
市
内
事
業
所
へ
の
情
報
提
供

及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

継
続
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　質
問
　「
企
業
に
お
け
る
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
受
診
促
進
事
業
」
の
取
組
は
。

　答
弁
　
厚
生
労
働
省
は
「
職
場
が
ん
検
診
」

の
指
針
策
定
に
着
手
し
て
お
り
、
企
業
が

従
業
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
、

受
診
率
の
向
上
に
取
り
組
め
る
体
制
づ
く

り
等
を
検
討
し
、
１
年
以
内
の
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。

　
市
で
は
、
就
労
さ
れ
て
い
る
女
性
が
検

診
受
診
を
目
的
と
し
た
休
暇
を
取
得
し
や

す
い
よ
う
に
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
に
雇
用
主
や
上
司
に
協
力
を

求
め
る
依
頼
文
を
記
載
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
兵
庫
県
が
実
施
し
て
い
る
企
業

へ
の
費
用
助
成
は
、
他
県
に
先
駆
け
た
有

効
か
つ
特
色
の
あ
る
制
度
で
あ
り
、
今
後

に
お
い
て
当
該
県
事
業
の
周
知
と
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

河
島
三
奈
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ

小野市議会だより
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み
な
と
銀
行
と
の
包
括
連
携
協
定

に
つ
い
て

　質
問
　
協
定
に
至
っ
た
経
緯
と
内
容
及
び

見
込
ま
れ
る
効
果
を
問
う
。

　答
弁
　
同
行
の
経
営
目
標
に
基
づ
き
、
地

域
活
性
化
へ
の
取
組
を
可
視
化
さ
せ
る
べ
く
、

協
定
締
結
の
申
出
が
あ
り
締
結
に
至
っ
た
。

内
容
は
、
み
な
と
地
域
貢
献
寄
付
型
フ
ァ

ン
ド
「
小
野
市
と
と
も
に
」
を
活
用
し
た

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
ペ
ッ
パ
ー
」
の
小
中
学

校
へ
の
寄
贈
を
は
じ
め
、
新
産
業
団
地
へ

の
企
業
誘
致
Ｐ
Ｒ
、
地
域
産
業
の
活
性
化
、

移
住
・
定
住
促
進
、
観
光
の
振
興
、
シ
ニ

ア
世
代
へ
の
支
援
等
、
相
互
に
連
携
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
金
融
機
関
の
資
金
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
新
た

な
う
ね
り
が
生
ま
れ
、
小
野
市
独
自
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
繋
が
っ
て
い
く

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
　
　（
市
当
局
）

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　質
問
　
平
成
２８
年
度
の
小
野
市
へ
の
寄
附

総
額
と
県
内
順
位
及
び
小
野
市
民
に
よ
る

小
野
市
へ
の
寄
附
額
と
市
外
へ
の
寄
附
額
、

ま
た
近
隣
市
の
取
組
状
況
の
分
析
と
市
と

し
て
今
後
の
考
え
を
問
う
。

　答
弁
　
小
野
市
へ
の
寄
附
額
は
１
億
８，

６
８
２
万
５
千
円
で
県
内

１４
位
。
市
民
が

小
野
市
へ
寄
附
し
た
額
は
１
５
８
万
円
、

市
外
へ
の
寄
附
は
約
４，
０
０
０
万
円
で

あ
る
。
近
隣
自
治
体
と
受
入
額
に
大
差
は

な
く
、
各
々
創
意
工
夫
を
し
て
い
る
中
、

当
市
も
地
元
の
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
産

品
を
全
国
発
信
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
て
前
向
き
に
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　質
問
　
市
と
し
て
の
考
え
を
問
う
。

　答
弁
　
本
制
度
の
枠
組
み
に
合
わ
せ
た
事

業
で
は
な
く
、
当
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
事
業
を
展
開
し
、
取
り
組
む
こ
と
が

最
優
先
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。（
市
当
局
）

岡
嶋
正
昭
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

浄
谷
黒
川
丘
陵
地
の
整
備
に
つ
い

て　質
問
　
多
目
的
運
動
広
場
の
整
備
に
つ
い

て　答
弁
　
多
目
的
運
動
広
場
（
日
本
陸
連
公

認
の
第
４
種
競
技
場
）
で
は
、
主
に
井
上

記
念
小
野
市
陸
上
競
技
大
会
、
小
野
市
中

学
校
新
人
体
育
大
会
等
の
市
内
大
会
の
開

催
の
他
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
の
実
施

が
可
能
で
あ
る
。

　
ま
た
、
競
技
前
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ブ
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
を
運
動
広
場
の
東
側
に
検

討
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
そ
の
他
の
整
備
に
つ
い
て

　答
弁
　
西
日
本
最
大
級
の

８０
ホ
ー
ル
を
備

え
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
・
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
の
整
備
等
々
、
今
後
の

全
体
構
想
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
意
見
を

直
接
聞
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

　質
問
　
市
営
住
宅
の
現
状
と
県
営
住
宅
等

と
の
関
連
に
つ
い
て

　答
弁
　
現
在
、
総
戸
数
４
９
９
戸
の
う
ち
、

新
田
、
丸
山
及
び
中
町
団
地
の
２
０
４
戸

は
、
継
続
し
て
新
規
入
居
者
を
随
時
募
集

し
て
い
る
。
そ
の
他
の

１３
団
地
２
９
５
戸
は
、

老
朽
化
に
よ
る
廃
止
を
見
据
え
、
入
居
募

集
中
の
団
地
や
民
間
の
賃
貸
住
宅
へ
の
転

居
を
促
進
し
て
い
く
。

　
一
方
、
県
営
住
宅
は
新
た
に
１
６
１
戸

に
建
替
わ
る
計
画
中
で
、
雇
用
促
進
住
宅

は
市
内
に

１２
棟
５
０
０
戸
あ
っ
た
が
、
全
棟

が
民
間
へ
譲
渡
さ
れ
、
家
賃
共
益
費
共
で
、

約
３
万
円
で
入
居
を
募
集
し
て
い
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
下
排
水
整
備
に
つ
い
て

　答
弁
　
浄
谷
団
地
と
河
合
中
団
地
の
２
団

地
が
未
整
備
で
あ
る
。
ト
イ
レ
は
汲
取
で
、

生
活
雑
排
水
は
複
数
の
沈
殿
槽
を
経
由
し

て
下
流
へ
排
出
し
て
い
る
。
悪
臭
な
ど
で

迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
、
排
水
路
・
雑
排

水
槽
を
専
門
業
者
に
委
託
し
管
理
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

富
田
和
也
議
員

改
革
ク
ラ
ブ

小野市議会だより
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市
民
ク
ラ
ブ

保
幼
小
連
携
に
つ
い
て

　質
問
　
小
野
市
で
は
１６
か
年
教
育
を
基
軸

に
、
小
中
一
貫
の
み
な
ら
ず
保
幼
小
連
携

に
つ
い
て
も
、
社
会
福
祉
法
人
・
子
育
て

支
援
課
・
教
育
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
保
幼
小
連
携

を
指
揮
す
る
の
は
ど
の
部
署
な
の
か
。
　

　
小
野
市
内
で
も
認
定
こ
ど
も
園
化
の
動

き
が
あ
る
中
、
多
様
化
し
て
い
く
子
育
て

支
援
・
教
育
に
対
応
し
、
手
続
き
を
行
う

市
民
の
た
め
に
も
、
将
来
的
に
は
窓
口
の

一
元
化
と
い
う
組
織
体
系
の
変
更
も
考
え

ら
れ
る
の
で
は
。
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　答
弁
　
認
定
こ
ど
も
園
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
な
組
織
体
系
が
戦
略
的
に
も
可
能
か

ど
う
か
、
社
会
福
祉
法
人
の
進
行
状
況
を

見
定
め
な
が
ら
、
市
は
果
た
し
得
る
役
割

に
応
じ
て
組
織
を
整
え
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

歯
科
健
診
事
業
の
充
実
に
つ
い
て

　質
問
　
８０
歳
で
２０
本
の
歯
を
保
つ
こ
と
は

市
民
行
動
目
標
の
一
つ
で
あ
る
。
む
し
歯

予
防
の
啓
発
は
、
子
ど
も
を
持
つ
と
い
う

節
目
で
あ
る
妊
婦
へ
の
啓
発
が
最
も
有
効

で
は
な
い
か
。
小
野
市
で
も
妊
娠
期
に
歯

科
健
診
受
診
を
勧
奨
し
て
い
る
が
、
２０
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、
年
４
回
各
２０
名
無

料
で
実
施
し
て
い
る
歯
周
病
集
団
検
診
に

お
い
て
、
妊
婦
に
も
受
診
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
啓
発
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の

取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
歯
科
健

診
受
診
の
必
要
性
や
個
別
検
診
・
集
団
検

診
の
啓
発
を
し
て
い
る
が
、
約
７
割
の
妊

婦
が
歯
科
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
。
妊

娠
中
の
歯
科
健
診
は
妊
婦
本
人
の
み
な
ら

ず
、
胎
児
へ
の
影
響
、
出
産
後
の
母
子
の

口
腔
衛
生
に
も
関
係
す
る
重
要
な
健
診
で

あ
る
た
め
、
更
な
る
受
診
勧
奨
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
市
当
局
）

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
献
立
に
つ
い
て

　質
問
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　「
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
除
去
食
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

定
し
、
中
学
９
年
生
を
除
く
全
て
の
生
徒
・

児
童
・
幼
稚
園
児
４，
０
３
２
人
に
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。
今
後
は
、
当
該
除
去
食
希
望

者
と
個
別
面
談
を
行
い
、
冬
に
は
、
保
育

園
な
ど
に
通
う
新
小
学
１
年
生
に
も
調
査

等
を
実
施
し
、
平
成

３０
年
４
月
か
ら
安
全

で
安
心
な
ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
（
卵
及
び

乳
）
の
提
供
を
開
始
す
る
。  

（
市
当
局
）

　質
問
　
卵
の
み
又
は
乳
の
み
の
ア
レ
ル
ギ

ー
対
象
者
へ
の
対
応
を
問
う
。

　答
弁
　
安
全
性
の
確
保
か
ら
卵
と
乳
の
両

方
を
除
去
し
た
給
食
の
提
供
と
な
る
。
但
し
、

卵
の
み
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
方
へ
の
牛

乳
の
提
供
は
行
う
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

ペ
ッ
ト
（
犬
・
猫
）
の
飼
育
に
つ

い
て

　質
問
　
小
野
市
に
お
け
る
犬
の
登
録
数
は
、

平
成
２８
年
度
末
で
３，

４
９
８
頭
だ
が
、

猫
の
数
は
把
握
出
来
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

市
民
か
ら
の
苦
情
や
対
処
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
犬
や
猫
の
ふ
ん
尿
に
よ
る
被
害
や

放
し
飼
い
な
ど
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
関

し
て
、
近
隣
の
方
が
迷
惑
を
被
っ
て
い
る

と
い
っ
た
も
の
が
苦
情
の
大
半
を
占
め
て

い
る
。

　
今
後
も
、
飼
育
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
「
兵

庫
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
、

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

（
市
当
局
）

　質
問
　
市
民
に
は
ペ
ッ
ト
の
相
談
窓
口
が

わ
か
り
に
く
い
。
統
一
し
て
は
ど
う
か
。

　答
弁
　
行
政
の
責
務
、
自
治
会
で
対
処
す

べ
き
こ
と
、
自
己
責
任
の
部
分
等
様
々
あ

る
が
、
市
と
し
て
、
条
例
の
制
定
や
窓
口

の
統
一
は
考
え
て
い
な
い
。
　
　（
市
長
）

平
田
真
実
　

議
員

民
政
ク
ラ
ブ

小野市議会だより

高
坂
純
子
　

議
員



９

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
返
納
に

つ
い
て

　質
問
　
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
が

多
発
す
る
中
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
に

向
け
た
支
援
が
広
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。

返
納
後
も
著
し
い
不
便
を
感
じ
る
こ
と
の

な
い
移
動
手
段
の
確
保
と
返
納
へ
の
意
識

改
革
に
つ
い
て

　答
弁
　
ら
ん
ら
ん
バ
ス
を
市
内
の
基
幹
交

通
に
位
置
づ
け
、
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
を
実

施
し
な
が
ら
利
便
性
を
図
る
。
併
せ
て
、

そ
れ
を
補
完
す
る
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
や

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
、
タ
ク
シ
ー
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
等
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
講
習
会

で
警
察
署
と
連
携
し
な
が
ら
、
加
齢
に
伴

う
身
体
機
能
、
認
知
機
能
の
変
化
を
自
覚
し
、

速
度
を
落
と
し
余
裕
を
も
っ
て
運
転
す
る

こ
と
や
運
転
に
不
安
が
あ
れ
ば
返
納
を
検

討
し
て
も
ら
う
な
ど
、
高
齢
者
が
加
害
者

に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
多
様
な

角
度
か
ら
周
知
し
て
い
く
。
　（
市
当
局
）

　
自
主
返
納
し
て
も
ら
う
に
は
、
ニ
ッ
チ

（
す
き
間
）
を
埋
め
て
い
く
交
通
体
系
が

課
題
。
タ
ク
シ
ー
業
界
と
連
携
し
、
利
用

者
に
も
一
定
の
負
担
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

免
許
返
納
と
交
通
体
系
を
リ
ン
ケ
ー
ジ
さ

せ
た
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　（
市
長
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促

進
に
つ
い
て

　質
問
　
医
療
費
全
体
で
調
剤
に
か
か
る
費

用
は
約
２
割
を
占
め
て
い
る
。
自
己
負
担

額
の
軽
減
と
医
療
保
険
財
政
の
改
善
に
も

繋
が
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促

進
に
つ
い
て

　答
弁
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
利
用
率
は

２８
年

度
も
前
年
度
に
比
べ
確
実
に
伸
び
て
い
る
。

利
用
促
進
に
む
け
、
啓
発
チ
ラ
シ
や
個
人

負
担
の
軽
減
額
の
明
示
な
ど
、
被
保
険
者

一
人
ひ
と
り
が
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
く

た
め
今
後
も
継
続
し
て
啓
発
を
行
っ
て
い

く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

教
育
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
の
活
用
と
校
務
支

援
に
つ
い
て

　質
問
　
各
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
等

の
導
入
状
況
と
そ
の
効
果
と
課
題
を
問
う
。

　答
弁
　
平
成

２０
年
度
か
ら
研
修
機
会
を
充

実
さ
せ
、
翌
年
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

実
物
投
影
機
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
指
導
用
Ｐ

Ｃ
機
器
を
、
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の

全
ク
ラ
ス
と
特
別
教
室
に
配
置
し
て
い
る
。

　
効
果
は
、
映
像
教
材
が
児
童
・
生
徒
の

関
心
意
欲
を
高
め
た
り
、
反
復
練
習
や
集

中
力
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
。

　
課
題
は
、
教
員
が
作
成
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

材
を
市
内
学
校
の
共
有
財
産
と
し
て
整
備

し
利
便
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、
一
層

効
果
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。（
市
当
局
）

　質
問
　
Ｉ
Ｔ
や
外
部
人
材
の
活
用
に
よ
り

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
を
開
発
す
る
こ
と
で
教
員
の

負
担
軽
減
や
校
務
支
援
が
で
き
る
と
思
う

が
考
え
を
問
う
。

　答
弁
　
学
校
で
は
、
い
じ
め
や
問
題
行
動
、

不
登
校
な
ど
教
員
の
果
た
す
べ
き
役
割
が

増
え
続
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
昨
年
か
ら
独
自
の
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
整
備
し
、
校
務
の

見
直
し
を
し
て
い
る
。

　
外
部
人
材
の
活
用
は
、
新
教
材
開
発
時

に
技
術
的
な
面
で
困
難
が
見
込
ま
れ
る
と

き
に
検
討
す
る
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

安
定
的
な
水
の
供
給
に
つ
い
て

　質
問
　
水
道
管
路
の
更
新
率
と
耐
震
化
率

を
問
う
。

　答
弁
　
近
年
の
管
路
の
更
新
に
は
、
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
、
通
称
「
耐
震
管
」
を
使

用
し
て
い
る
。
総
延
長
約
３
２
０
㎞
の
内
、

約
１８
㎞
の
更
新
を
行
い
、
更
新
率
は
５．

６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
年
３
月
末
の
時
点
で
「
耐
震
適
合
管
」

を
含
め
約

９２
㎞
の
耐
震
化
の
整
備
が
完
了
し
、

整
備
率
は
約
２８．
２
％
で
、
そ
の
内
、
重
要

な
基
幹
管
路
に
関
し
て
は
、
約
６５．
７
％

と
高
く
な
っ
て
い
る
。
　
　
　（
市
当
局
）

小
林
千
津
子
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

竹
内
　
修
　

議
員

公
　
明
　
党

小野市議会だより



１０

非
核
・
平
和
の
取
組
に
つ
い
て

　質
問
　
８
月
は
６
日
・
９
日
の
ヒ
ロ
シ
マ

・
ナ
ガ
サ
キ
、
１５
日
の
終
戦
記
念
日
な
ど

戦
争
と
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る
月

で
あ
る
。
小
野
市
で
は
平
成
１１
年
に
「
非

核
平
和
都
市
宣
言
」
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

非
核
・
平
和
の
取
組
を
問
う
。

　答
弁
　
毎
年
、
原
爆
投
下
日
や
終
戦
記
念

日
に
は
、
黙
と
う
や
半
旗
の
掲
揚
を
し
て

い
る
。
ま
た
市
内
の
中
学
校
で
は
修
学
旅

行
で
沖
縄
を
訪
れ
、
体
験
者
か
ら
直
接
お

話
を
お
聴
き
し
て
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和

に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
　
　（
市
当
局
）

河
合
水
源
地
の
整
備
に
つ
い
て

　質
問
　
小
野
市
の
上
水
道
は
船
木
浄
水
場

の
膜
ろ
過
方
式
、
市
場
水
源
地
の
紫
外
線

処
理
な
ど
を
進
め
て
き
た
が
、
残
さ
れ
た

河
合
水
源
地
の
整
備
を
問
う
。

　答
弁
　
河
合
水
源
地
は
井
戸
水
で
あ
り
、

紫
外
線
処
理
な
ど
の
施
設
整
備
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　技
能
職
者
表
彰
制
度
の
創
設
に

つ
い
て

　質
問
　
優
れ
た
技
術
・
技
能
で
業
界
や
地

域
・
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
技
能
職
者
を

讃
え
る
表
彰
制
度
を
小
野
市
で
も
創
設
す

べ
き
と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

　答
弁
　
本
制
度
は
国
や
県
に
表
彰
制
度
が

あ
る
。
小
野
市
に
は
「
商
工
業
優
良
従
業

員
表
彰
制
度
」
が
あ
り
、
新
た
な
創
設
は

考
え
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　当
面
の
農
業
施
策
に
つ
い
て

　質
問
　
平
成
３０
年
度
か
ら
の
コ
メ
生
産
調

整
（
転
作
）
廃
止
へ
の
対
応
を
問
う
。

　答
弁
　
県
は
本
年
末
に
各
市
町
に
生
産
量

の
目
安
を
示
す
。
市
は
年
明
け
に
各
農
会

長
に
提
示
す
る
。
麦
や
大
豆
な
ど
の
助
成

金
を
廃
止
す
る
情
報
は
無
い
。（
市
当
局
）

　質
問
　
山
田
錦
の
生
産
見
通
し
を
問
う
。

　答
弁
　
平
成

２７
年
産
ま
で
は
年
々
増
加
し

た
が
、
今
後
大
幅
な
増
量
は
見
込
め
な
い

と
Ｊ
Ａ
か
ら
聞
い
て
い
る
。
　（
市
当
局
）

藤
原
　
章
　

議
員

（
日
本
共
産
党
）

小野市議会だより

椎
屋
邦
隆
議
員
の
議
員
資
格
回
復

の
兵
庫
県
知
事
の
裁
決
に
つ
い
て

　質
問
　
・
知
事
の
裁
決
に
つ
い
て

・
小
林
清
豪
副
市
長
の
藤
井
氏
宅
訪
問
の

意
図
並
び
に
会
談
の
具
体
的
内
容
等
に

つ
い
て

・
総
務
部
長
等
の
百
条
委
員
会
で
の
参
考

人
と
し
て
の
証
言
に
つ
い
て

　答
弁
　
議
員
発
言
に
お
い
て
虚
偽
が
あ
る

こ
と
及
び
椎
屋
議
員
の
県
知
事
へ
の
審
査

申
立
内
容
と
１
０
０
条
委
員
会
で
の
証
言

に
齟
齬
（
食
い
違
い
）
が
あ
る
。
こ
の
２

点
の
説
明
責
任
が
な
さ
れ
て
い
な
い
ゆ
え

答
弁
は
で
き
な
い
。
　
　
　
　
　（
市
長
）

太
陽
光
発
電
の
設
置
に
つ
い
て

　質
問
　
環
境
保
全
の
た
め
の
条
例
等
の
制

定
に
つ
い
て

　答
弁
　
環
境
保
全
等
を
目
的
に
、
兵
庫
県

は
事
業
区
域
面
積
が
５，
０
０
０
㎡
以
上

は
届
け
出
を
義
務
付
け
て
い
る
。
小
野
市

は
県
条
例
の
適
用
面
積
を
１，
０
０
０
㎡

に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

防
災
・
減
災
の
推
進
に
つ
い
て

　質
問
　
道
路
脇
の
溝
の
適
切
な
管
理
及
び

市
民
が
で
き
る
役
割
に
つ
い
て

　答
弁
　
自
分
の
安
全
、
地
域
の
安
全
は
自

ら
が
守
る
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
、
住
民
・

地
域
・
行
政
が
互
い
に
協
力
し
実
施
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
安
全
安
心
メ
ー
ル
の
加
入
登
録
促

進
に
つ
い
て

　答
弁
　
登
録
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
回
覧

や
会
議
で
の
案
内
に
加
え
、
携
帯
電
話
販

売
店
や
学
校
で
の
呼
び
か
け
を
新
た
に
行

っ
て
い
る
。
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小野市議会だより

各会計決算を認定各会計決算を認定平成２８年度

決算研修会

　一般会計、特別会計及び企業会計の決算について、全議員出席による決算研修会を３日間にわたり
開催し、詳細な調査を行ったうえで、９月定例会で認定しました。
　これは、従来９月定例会において、決算特別委員会に審査を付託し、１０月に審査、１２月定例会で決算
の認定をしておりましたが、一方で、決算の概要は市当局から９月には市民のみなさんに公表されて
いることもあり、早期に審査するよう改めています。

総務部、秘書課、総合政策部、教育委員会

地域振興部、消防本部、水道部、会計課、農業委員会、
選挙管理委員会・監査事務局・公平委員会等

市民安全部、市民福祉部

８月２８日（月）１０：００～１６：３０

８月２９日（火）１０：００～１６：３０

８月３０日（水）１０：００～１６：００

開催日時 審査した部局名

議案第３１号　平成２８年度小野市歳入歳出決算の認定について
議案第３２号　平成２８年度小野市都市開発事業会計資本金及び利益の処分並びに決算の
　　　　　　 認定について
議案第３３号　平成２８年度小野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第３４号　平成２８年度小野市下水道事業会計決算の認定について

※研修会には、各部局の部長、課長をはじめ、担当係長等にも出席を求め、実施事業等について詳細
な説明を求めた。

348億円348億円348億円348億円
◎実施した重点項目
　「子どもを産み育てたいまち」
　「希望あるまち」
　「選ばれるまち」
　「つながりあるまち」
　「エイジ・ルネサンス生涯現役のまち」

基　金（預金）残高　９０億円
（前年度から３千万円の減少）

地方債（借金）残高　１８２億円
（前年度から１億８千万円の減少）

実質公債費比率：４．３％ （前年度より０．９％改善）

将来負担比率：表示数値なし （－３６．４％：前年度より８．０％改善）

※税収や交付税など自治体の収入に対する借金返済費用の割合
※早期健全化基準：２５％　　財政再生基準：３５％

※基金残高は、９０億円台を維持。地方債残高の
　実質的な負担額は約１８２億円のうち約４１億円。
　（約１４１億円は、後年度に国から補填されるため）

※税収や交付税など自治体の収入に対する一般会計が将来負担すべき借金等負債の割合
※早期健全化基準：３５０％

平成28年度決算総額

※一般会計、特別会計及び企業会計の歳出総額

348億円

平成２８年度
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小野市議会だより

京都府福知山市
　議会運営と議会活性化の取組について

　福知山市議会では、平成２４年１２月に「議会基本条例」を制定し、この条例を議会活動の最高規範
として位置づけ、市民に信頼され、評価される議会を目指して様々な取組、議会活動が行われている。

　月２回程度開催される「議会改革検討会議」では、議会基本条例に基づく議会活動の点検と検証、
議会改革事項や議員からの提案・提言の検討などが行
われ、常に議会改革への取組が推進されている。

【主な取組事例】
　・政策検討会議（全議員）での政策提言、政策立案
　・出張委員会�
　・行政視察研修報告会（公開）
　・議員研修の充実
　・高校生フレッシュ議会
　・議長の議会広報活動（記者会見・地元ＦＭ放送）
　・タブレット端末試行導入

岐阜県可児市
　議会運営と議会活性化の取組について

　可児市議会では、「議会基本条例」に基づき、市民の信頼に応え、活力あふれる議会活動を継続
して実践していくために、議員改選による議会活動が途切れないよう、次期議会へ引き継ぐ事項を
定めている。また、議長マニフェストにより、４年間の任期における議会運営の方針を毎年定めて
いる。

【積極的な取組事例】（議会の力が地域の未来を創る）
　※議員定数・報酬の調査研究の継続　→　全議員対象の活動量調査の実施
　※地域課題懇談会　→　高校生議会（高校生による活動報告と意見交換）など
　※若い世代との条例づくり　→　若い世代と大人が関わり、広聴する仕組みを条例化

　議会運営の取組の中で特に印象に残ったことは、議
員改選による議会活動が途切れないよう、次期議会へ
引き継ぐ事項を定めるという「議会運営サイクル」を
行っていること。
　４年１期を一つのサイクルとして捉えている議会は
少ないと思う。小野市議会も単に引き継ぎではなく、
異なる価値観の議員が４年１期のチーム・組織として
機能することを「考えることのできる議会としての運
営システム・仕組み」を考える必要を感じた。

平成29年7月24日（月）～ 7月25日（火）
議会運営委員会行政視察報告議会運営委員会行政視察報告

平成２４年
任期１年目

平成２５年
任期２年目

平成２６年
任期３年目

平成２７年
任期４年目

委員会
調査事項

議長
マニフェスト

議長
マニフェスト

議長
マニフェスト

議長
マニフェスト

委員会
調査事項

委員会
調査事項

委員会
調査事項

前
期
提
言

引
継

引
継

引
継

次
期
提
言

▼ 議会運営サイクル

か に
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小野市議会だより

　小野市議会では、平成２９年４月から県内で初めて政務活動費を廃止しました。
　議会の調査研究に必要な活動を「議会調査研究活動」と位置付け、必要な活動を見定めたうえで、
議会が承認する公務として実施しています。
　今回初めて、議会調査研究活動報告会を実施しました。

 7月　5日

7月19日

7月20日

～21日

 

 

 

8月　8日

月　日 内　　　　　　容

廃棄物適正処理推進大会

予算審議に向けた決算議会のポイント、監査・監査実務の実際

埼玉県所沢市：議会評価システムについて

東京都北区：介護と医療の連携強化について

効果的な予算・決算審議、議員が守るべき政治倫理とは

1

2

3

4

今後も年4回、報告会を開催する予定です。
各議員の研修・視察報告書については、小野市議会ホームページでご覧いただけます。

議員名

河島　三奈

河島　三奈

久後　淳司

小林千津子

高坂　純子

前田　光教

岡嶋　正昭

竹内　　修

山中　修己

川名　善三

河島　信行

　政務活動費を廃止したことにより、研修や視察を「議会調査研究活
動」として位置付けました。希望する議員が事前に計画書を提出し、
議会で承認を得られた場合のみ実施しています。また、研修資料代や
図書を購入する場合も事前に議長に申請が必要となりました。

議会調査研究
活動とは…？
議会調査研究
活動とは…？

◆研修や行政視察で得た情報を全議員で共有
　します。全議員が出席しました。

◆他市の先進事例を視察した報告については、
　市職員も参加し議論を行いました。

～政務活動費廃止から半年～
議会調査研究活動報告会を開催しています！

H２９年度　議会調査研究活動　研修・視察一覧表（８月まで）

9月29日開催
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小野市議会だより

◎幹事長、○副幹事長

委 員 会 の 構 成

市議会の会派構成
（平成２９年８月２５日現在）

（平成２９年８月２５日現在）

会派に属する議員は１６名中１５名
市民クラブ（６名）　　◎前田光教　  ○岡嶋正昭　  久後淳司　  小林千津子　　  坂純子　  山中修己
改革クラブ（３名）　　◎富田和也　  ○河島三奈　  加島　淳
公 明 党（２名）　　◎川名善三　  ○竹内　修
民政クラブ（２名）　　◎山本悟朗　  ○平田真実
真政クラブ（２名）　　◎河島信行　  ○椎屋邦隆　

高甚

高甚
高甚

前 田 光 教

富 田 和 也

岡 嶋 正 昭

川 名 善 三

山 本 悟 朗

河 島 信 行

加 島 　 淳

加 島 　 淳

川 名 善 三

富 田 和 也

平 田 真 実

小 林 千 津 子

� 坂 純 子

前 田 光 教

岡 嶋 正 昭

河 島 三 奈

竹 内 　 修

久 後 淳 司

椎 屋 邦 隆

藤 原 　 章

山 本 悟 朗

岡 嶋 正 昭

加 島 　 淳

川 名 善 三

小 林 千 津 子

富 田 和 也

平 田 真 実

� 坂 純 子

河 島 信 行

前 田 光 教

山 中 修 己

委 員 長

副委員長

委　　員

議会運営委員会新庁舎建設特別委員会民生地域常任委員会総務文教常任委員会委員会名

１．これまでの経緯について
①小野市議会が行った資格決定について

小野市議会は、小野市議会議員であった椎屋邦隆議員について、小野市内に生活の本拠があった
とは認められず、被選挙権を有しないとして、平成２９年５月２２日の第４０６回市議会臨時会において、
特別多数議決である出席議員の３分の２以上の賛成により椎屋邦隆議員は議員の資格を有しない
と決定した。

②審査申立てについて
椎屋邦隆氏（審査申立人）は、本件決定に不服があるとして、兵庫県知事に対し、平成２９年５

月３０日付けで本件決定の取消しを求める審査の申立てを行った。 
これを受け、兵庫県知事は弁護士ら３名で構成する自治紛争処理委員による審理を踏まえ、平

成２９年８月１０日付で裁決を行った。

２．知事裁決の要旨について
（１）主文 

本件審査の申立てに係る決定を取り消す。（※） 

（２）理由（自治紛争処理委員の意見書のとおり）
ア　本件居宅の室内状況、電気・ガス・水道の使用量及びその時期的変動の経過等を鑑みれば、

審査申立人は、起臥寝食一定の居住実態があると認められる。 
イ　審査申立人は、本件居宅と市外の居宅それぞれで過ごす日数の割合は不明である。 しかし、

市外の居宅に頻繁に訪れていることを窺わせる証言は得られておらず、本件居宅より市外の居
宅の方が審査申立人の生活に関係が深いとまでは認められない。 

ウ　審査申立人は本件居宅を住所とする意思を有し、一定の居住実態が認められる一方、市外の
居宅に生活の本拠があることを認めるべき積極的事情も認められないことから、本件居宅に住
所がある。 

※審査申立人（椎屋邦隆議員）は、決定のあった平成２９年５月２２日に遡って小野市議会議員の地位
を回復されています。 

椎屋邦隆議員の資格決定処分に対する審査申立てに係る知事裁決について

委員会及び会派の構成に変更がありました。



ＱＲコードで議会中継へ簡単にアクセス！
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小野市議会だより

◎議会の動き◎◎議会の動き◎◎議会の動き◎

【8月】�

１日　北播衛生事務組合臨時会及び議員協議会
　　　（加東市）�   
４日　アジア太平洋フォーラム・淡路会議（淡路市）
８日　小野市珠算競技大会�   
　〃　　北播衛生事務組合監査�   
９日　北播磨総合医療センター企業団議員総会�   
１０日　会派代表者会�   
　〃　　新庁舎建設特別委員会�   
１７日　交通対策委員会総会�   
１９日～２０日　小野まつり�   
２３日　小野加東広域事務組合議員協議会・議会�   
２５日　議会運営委員会�   
　〃　　市議会報編集委員会�   
　〃　　議員協議会�   
２８日　決算研修会（第１日）�   
２９日　決算研修会（第２日）�   
３０日　決算研修会（第３日）�   
３１日　らんらんバス匠台ルート出発式�  　 �    
      

【9月】�

１日　９月定例会（第１日）�   
５日　北播磨総合医療センター企業団議会�   
７日　北播政経懇話会（加西市）�   
９日　中学校体育祭�   
２１日　９月定例会（第２日）�   
　〃　　議会運営委員会�   
２２日　９月定例会（第３日）�   

２６日　総務文教常任委員会・民生地域常任委員会�   
２７日　産業フェスティバル実行委員会�   
２９日　９月定例会（第４日）�   
　〃　　議会調査研究活動報告会�   
３０日　幼稚園運動会�   
　〃　　おのウィメンズ・チャレンジ塾� 　�    
      

【10月】�

２日　世代をつなぐ体育祭�   
４日　鍬溪温泉交流施設建築工事安全祈願祭�   
７日　観月茶会�   
８日　ひまわり杯サッカー大会�   
１１日　行政視察来市（茨城県鹿嶋市）�   
　〃　　小野市研究発表会�   
１２日　行政視察来市（茨城県常陸太田市）�   
１３日　行政視察来市（山形県東根市）�   
１５日　小野住民大会�   
１６日　行政視察来市（神奈川県高座郡寒川町）�   
　〃　　北播磨こども発達支援センター事務組合議会
　　  （加東市）�   

１７日　行政視察来市（愛知県愛西市）�   
　〃　　近畿市議会議長会研修会
　　  （京都府相楽郡精華町）   

１８日　市議会報編集委員会�   
　〃　　行政視察来市（鹿児島県出水市）�   
２０日　北はりまビジネスフェア企業大交流会�   
２４日　行政視察来市（岩手県八幡平市）�   
２５日　保育園ふれあい運動会�   
　〃　　川島隆太教授講演会�   
２７日　北播政経懇話会�   
２９日　小野市美術展表彰式� 

小野市議会では、YouTube で議会中継、録画配信を行っています。�     
スマートフォンやタブレット端末で下記ＱＲコードを読み取り、ＹｏｕＴｕｂｅにアクセス
してください。�

ＬＩＶＥ（議会中継） ライブラリ（録画配信）

NEW
!!



NEW!!
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小野市議会だより

議会の傍聴にお越しください
　12月定例会は、次の日程で開催いたします。一般質問の実施日は、たくさんの方が傍聴に来
られます。ぜひこの機会に、議会の傍聴にお越しください。

　定例会の第2日（15日）、第3日（18日）は、議員の一般質問が行われます。
　一般質問では、市長から提出された議案や、市政全般について議員が質問し、市長や部長等が
答弁します。なお、一般質問の内容は、質問が行われる日までに市議会ホームページで公開します。
　傍聴の手続きは、本会議の当日に本庁舎5階の受付で傍聴者名簿に記入するだけです。
　傍聴席は34席で、先着順となります。傍聴席が満席の場合は、第2委員会室（傍聴者休憩室）
でテレビでの傍聴（ライブ中継）となります。

　本会議を傍聴に来られた市民のみなさん
に、くつろいでいただけるよう、議場の隣
接会議室を利用して、休憩室を設けていま
す。議場内の傍聴席が満席の場合は、この
休憩室でテレビモニターによって傍聴して
いただきます。
　一般質問が行われる15日（金）と18日（月）
の2日間は、休憩室を開設しています。セ
ルフサービスのお茶も用意しています。

　一般質問が行われる
12月15日（金）、18日（月）
は、「託児コーナー」
を開設します。傍聴
の際には、1 歳から就
学前のお子さまをお
預かりします。希望される方は、12月7日（木）
までに議会事務局にお申し込みください。

（費用負担はありません）

　本会議を傍聴される際に「手話
通訳」・「要約筆記」を利用するこ
とができます。
　希望される定例会開催日の 8 日
前までに議会事務局にお申し込み
ください。（費用負担はありません）

市議会 LIVE 中継実施中

ＬＩＶＥ市議会中継  小野市議会 検索

自宅に居ながら議会の傍聴

「手話通訳」・「要約筆記」を導入

「託児コーナー」を開設

QRコードで
議会中継へアクセス!!
QRコードで
議会中継へアクセス!!

傍聴者の休憩室を開設します

☆ 12 月 定 例 会 日 程 ☆
午前10時～
午前10時～

午前10時～

午後1時30分～

本会議（第1日）
本会議（第2日）
※一般質問実施

本会議（第3日）
※一般質問実施

本会議（第4日）

◎お申し込み先◎
議会事務局
　ＴＥＬ．6 3 －1 0 0 6（直通）
　ＦＡＸ．6 3 －4 1 0 8
　Ｅ-mail　gikai@city.ono.hyogo.jp

１１月２７日（月）
１２月１５日（金）

１２月１８日（月）

１２月２５日（月）

詳しくは、15 ページを
ご覧ください。


